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Topic：全木協広島型 木造応急仮設住宅について建築士
事務所
協会報



≪建物概要≫

≪設計概要≫
応急仮設住宅の概念は、戦争や紛争により家を追われ
た避難民に提供するテント村を意味し、最低限の雨露が
しのげる環境を国際赤十字が規定しています。しかし現
在、日本における住環境からすると、仮設住宅であって
も、居住性能面で課題がでています。
日本では1995年の阪神淡路大震災以後、プレハブハウ
ス業界がプレハブ型応急仮設住宅（6坪、9坪、12坪）
を数万戸ストックし対応しています。
工務店業界では、2011年東日本大震災の際、「心が癒
せる、性能の良い木造住宅を提供したい」との信念の元
に、一般社団法人ＪＢＮ（全国工務店協会）と全国建設
労働組合総連合（全建総連）の２団体が一般社団法人全
国木造建設事業協会（全木協）を設立し、「応急仮設“木
造”住宅」の実現に向け、国土交通省並びに各県と協議を
重ね、応急仮設木造住宅建設事業に取り組む環境と体制
の整備を行ってきました。また、2016年の熊本地震災害
では、被災県下の全木協熊本県協会が県産木材をフル活
用し、550戸余りの「熊本県型応急仮設木造住宅」を実現
させました。
平成30年7月の西日本豪雨災害を受け、広島県は災害
協定に基づき、三原市に予定した応急仮設住宅建設に
関し、全木協に対して建設業者の斡旋等を要請しまし
た。全木協は、同支部の全木協広島県協会（一般社団法
人広島県工務店協会・広島県建設労働組合）の橋本建設
（株）を主幹事工務店に指名しました。
また、全木協広島県協会は、施工に際し（株）加度
商、（株）大喜、マスダランドビル（株）の三社を幹事工
務店に指名しました。「地元の材料、地元の職人」をテー
マに工事業者を地元ほぼ100％で結集。「やるんじゃけぇ
広島」を合言葉に、工期１ヶ月以内で住居31戸＋談話室
１戸の広島県産木材を使用した「広島県型応急仮設木造
住宅」を完成させました。（８月末現在、呉市、坂町、合
計138戸は「プレハブ型」、三原市31戸が「木造在来型」
となっています。）

：広島県
：広島県三原市沼田西町惣定６６-７他
：橋本建設株式会社
：橋本建設株式会社（主幹事工務店）
：2018年8月2日～8月31日
：応急仮設住宅
：木造平屋建　基礎 木杭
　　　　　　　屋根 ガルバ鋼板葺き　
　　　　　　　外壁 木板張り
：4,683.6㎡
：　940.5㎡
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敷地面積
延床面積

特集記事が16ページに掲載されています。

各戸の玄関とスロープ

住宅の南面

応急仮設住宅の案内図

３DKの内部

今月の表紙
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■今月の表紙タイトルバック／日本の伝統色
　恋染紅葉　こいそめもみじ
　�秋の野に華やぐきみは咲きまさり…残り陽に照る
紅葉の赤。心にしみ入るぬくもりのかたち。
　（十日町織物工業協同組合策定きもの誕生色より）



国住指第 号

平成 年 月 日

一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会 御中

国土交通省住宅局建築指導課長

ホテル又は旅館におけるバリアフリー化に向けた設計の取組みについて

年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定、我が国における急速な高齢化の

進行等を受けて、建築物の一層のバリアフリー化の対応が求められています。

国土交通省では、東京パラリンピック競技大会や障害者団体からの要望を受けて、昨年 月に

「ホテル又は旅館のバリアフリー客室基準の見直しに関する検討会」を設置し、施設管理者関係団

体や障害者等へのアンケート調査結果等を踏まえて、今年６月に客室基準の見直しを含むホテル・

旅館のバリアフリー化を総合的に推進するため、対応方針をとりまとめました。（別添１）

これに基づき、車椅子使用者用客室の設置基準（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律施行令第 条第１項）について、床面積 ㎡以上かつ客室総数が 以上のホテル又

は旅館を建築する場合、現行では、１以上の車椅子使用者用客室を設けなければならないところ、

来年に予定されている政令改正の施行以降は、建築する客室総数の１％以上の車椅子使用者用客室

を設けなければならないこととなる予定です。（別添２）

これらを踏まえ、今後、ホテル又は旅館の車椅子使用者用客室等においては、高齢者、障害者等

の円滑な移動等への配慮のみならず、健常者を含めた多くの利用者にとって、快適性やデザイン性

に配慮された魅力ある空間整備の推進が求められると考えています。つきましては、貴団体におか

れましても、車椅子使用者用客室等の設計において、高齢者、障害者等を含めた誰もが利用しやす

い魅力ある空間整備に向けて努めていただきますよう、ご協力をお願いいたします。

なお、施設管理者関係団体及び建材・設備関係団体に対して、それぞれ、ホテル又は旅館におけ

るバリアフリー化に向けた取組みに関する推進について通知する（別添４）とともに、併せて、施

設管理者関係団体には、地方公共団体における宿泊施設のバリアフリー化に係る支援制度の一覧表

（別添３）を情報提供していますので、参考まで添付いたします。

 別添３及び別添４については、下記のホームページに掲載されています。 
　日事連　http://www.njr.or.jp/material/other/otherinfo/01188.html 
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対応方針（案）要望及び課題の抽出 方向性

方向性（案）１：
方向性-１

BF客室の複数室化

方向性-２
客室の選択肢を増やす

①複数のBF客室
へのニーズ

②BF客室の稼働率
が低い

③BF客室の快適性・
デザイン性等、設計
上の配慮が必要

④多様なニーズ（広さ、

設備、価格等）に対応
した客室が不足

⑤バリアフリーに配慮し
た一般客室が少ない

⑥ＢＦ客室等に関する
情報提供が不足

1-1.BF客室の設置数に係る基準
の見直し等

2-1.BF客室の快適性・デザイン性
の向上（魅力ある客室の提供）

2-2.高齢者・障害者等のニーズや
利用に配慮した一般客室の整備

3-1.BF客室等に関する情報提供

・BF客室の設置数に係る基準を
割合で定めるよう見直しを行う。
・地方公共団体による地域の実情に
応じた条例の整備を促進する。

・BF客室のイメージ向上を図るため、
合理的、かつきめ細かな設計上の創意
工夫を積極的に行う必要がある。

・BF客室に加えて、高齢者・障害者等、
誰もが利用できるように配慮された
一般客室の整備を促進する。
・BF客室及び高齢者・障害者等の利用に
配慮した一般客室について、客室タイプ
（シングル・ツイン・広め等）ごとに選択
肢を広げることを促進する。

・客室の広さ（面積）や、出入口の幅や
高低差の寸法等のバリアフリー対応に
関する情報を判りやすく提供することを
促進する。

② 条例整備促進のための基本方針改正

○地方公共団体による条例整備を促進するため、基本方針を改定し、以下の情報を
盛り込む。

① BF客室の客室設置数に係る基準の見直し（政令改正）

⑤ BF客室等に係る情報提供の充実

現 行 客室総数が５０室以上の場合は、１室以上の車いす使用者用客室を設ける。

改正後 客室総数が５０室以上の場合は、客室総数の１％以上の車いす使用者用
客室を設ける。
（※基準が適用されるのは、新築又は増改築部分の客室）

④ BF客室に係る建築設計標準の充実・普及
○BF客室や一般客室に係る建築設計標準の改正（追補版の作成）を行う。
（BF客室設置数の基準見直しを反映することに加え、客室の快適性・デザイン性に
係る解説や設計標準の追加、優良事例の追加等）

○地方公共団体職員や設計者向けの説明会や、建築士に対する定期講習を通じて、
建築設計標準の改正内容を周知し、その普及を図る。

③ 事業者等へのバリアフリー対応の要請

○ホテル・旅館業を営む事業者に対して、業界団体を通じて、バリアフリー対応の取組
事例や活用可能な支援制度等に関する周知を行い、バリアフリーに関する取組の
強化を要請する。

○ホテル・旅館のバリアフリー情報に関する統一フォーマット（客室面積、出入口の幅、
高低差、車いす対応の有無等）を作成し、その普及を図る。

○建具・設備等の各種メーカーに対して、高齢者、障害者等も含めた誰もが利用しやすく、
汎用性・デザイン性のある質の高い製品を開発・普及するよう要請する。

○バリアフリー情報の提供方法に関するマニュアル（写真や図面による情報提供や
ネーミングの工夫等）を作成し、その普及を図る。

・国は地方公共団体に対して、条例による具体的な取組状況を情報提供すること。
・条例制定に当たって、対象区域や対象用途を設定して義務付け基準の強化が可能で
あること。

方向性-３
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ情報提供の促進

別添１

ホテル又は旅館のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ客室（以下：ＢＦ客室）基準等に関する対応方針
（H30.6.12 ホテル又は旅館の客室基準の見直しに関する検討会とりまとめ）
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ホテル又は旅館のバリアフリー客室（以下：BF客室）基準等の見直しに関する方向性（案）

現状の実態把握に関する調査結果

障害者団体等からの意見

＜BF客室数＞

• 1施設に複数室が整備されると良い

• 複数室利用のニーズはある（BF客室と

広め・段差のないツインルームの組み
合わせで複数室利用ニーズに対応し
ている）

• 宿泊施設のバリアフリー化の促進とと
もに、地方部を含めた全国的なバリア
フリー水準の底上げを検討してほしい

施設管理者側の意見

＜BF客室数＞

• 新築であれば、総客室数の1%程度
をBF客室とすることに対応可能

• 施設の規模によるが、1施設に10室
の義務化となると対応は難しい

• 複数室利用ニーズの頻度を見極める
必要がある

ホテル・旅館のバリアフリー化の現
状等に関するアンケート調査結果

＜BF客室数＞

• 回答施設数（606施設）に対する、
BF客室のある施設の割合は32.0％

• 総客室数に対するBF客室の割合
は0.4%（BF客室のある施設の総客
室数に対して0.7%）

• BF客室が1室のみの施設の割合は、
BF客室のある施設の71.6%

方向性（案） ‐1
BF客室の複数室化

1‐1. BF客室の設置数に係る基準の
見直し等

• BF客室の設置数に係る基準を割合で
定めるよう見直しを行う。

• 地方公共団体による地域の実情に
応じた条例の整備を促進する。

⑤バリアフリーに配
慮した一般客室が

少ない

②BF客室の稼働率が
低い

④多様なニーズ（広

さ、設備、価格等）に
対応した客室が不足

要望及び課題の抽出

③BF客室の快適性・

デザイン性等、設計
上の配慮が必要

方向性（案）‐2

客室の選択肢を増やす

2‐1. BF客室の快適性・デザイン性の
向上（魅力ある客室の提供）

• BF客室のイメージ向上を図るため、

合理的、かつきめ細やかな設計上の
創意工夫を積極的に行う必要がある。

2‐2. 高齢者、障害者等のニーズや利
用に配慮した一般客室の整備

• BF客室に加えて、高齢者、障害者等

誰もが利用できるように配慮した、
一般客室の整備を促進する。

• BF客室及び高齢者、障害者等の利用

に配慮した一般客室について、客室
タイプ（シングル・ツイン、広め等）ごと
に選択肢を広げることを促進する。

⑥BF客室等に関す
る情報提供が不足

方向性（案）

①複数のBF客室への
ニーズ

＜ BF客室の稼働率＞

• BF客室の平均稼働率が、客室全
体の平均稼働率より10％以上低
い施設は、回答施設の59.4%

＜ BF客室の稼働率＞

• BF客室のしつらえが施設的であるため
に、稼働率が低いとの指摘がある

• BF客室に限定せず、使える客室を増
やしていくことで稼働率等を解決できる

＜ BF客室の稼働率＞

• BF客室の稼働率が低いことが課題

• 複数室に増やしても、使われない客
室になると事業者にとっては負担

＜ BF客室のしつらえ等＞

• BF客室のうち、ツインの割合は
57.9%

• BF客室に関する情報提供ありの

施設のうち、間取り図や室内の
写真等による情報提供を行って
いると回答した施設は、33.5%

＜一般客室でのバリアフリー対応＞

• 総客室数に対する「高齢者、障害
者等の利用しやすい客室」の客室
数の割合は3.2％

＜一般客室でのバリアフリー対応＞

• アクティブな車いす使用者、電動車い
す使用者、介護が必要な高齢者等、そ
れぞれの客室に対するニーズが異な
る（BF客室ではなく、一定の質が高い

一般客室を利用する車いす使用者も
存在）

• BF客室が設けられた上で、他の客室も
使えるというのが望ましい

• 段差なし､手すり+回転スペースのある
一般客室が増えるとよい

• バスタブ等に移乗できることが必要

＜ BF客室の利用コスト＞

• ビジネス利用の場合には、コストがあ
まり高くないBF客室等を使いたい

• 広めの客室の料金が、ある程度高いこ
とについては、ユーザーの理解も必要

＜ BF客室のしつらえ等＞

• BF客室の方が一般客室より、広くて
動きやすい

• BF客室の浴室、トイレが無駄に広い

• BF客室が殺風景なことが多い

＜一般客室でのバリアフリー対応＞

• BF客室に加えて、広めの一般客室を
増やしていくのが理想

• 浴室、トイレ、洗面台を完全に分離し
た一般客室であれば、多くの方が
利用可能

• 新築であれば、客室・浴室等の出入
口の高低差のない整備が可能

• ドア幅の確保、客室・浴室等の出入
口の高低差なし、手すりの設置は
販売上、不利にならないが、客室の
広さ（回転スペース）の確保が難しい

＜ BF客室のしつらえ等＞

• 必要以上に設備を付加した結果、
病院のようになってしまい、使いにくく
なっていることがある

• 手すり・設備機器等のデザインが
客室の仕様やデザインに合わない

• 多様な障害者への対応を求められ、
オーバースペックとなっている可能性

＜ BF客室の利用コスト＞

• 面積や仕様の兼ね合いにより、BF客
室の室料金は高くなる。また客室の
利用人数により、1人あたりの料金も
高くなる。

方向性（案）‐3

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ情報提供の促進

3‐1. ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの効果的な情報提供

• 客室の広さ（面積）や、出入口の幅や
高低差の寸法等のバリアフリー対応
に関する情報を判りやすく提供するこ
とを促進する。

別添１
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ホテル又は旅館のバリアフリー客室設置数の基準見直し（案）

○ 客室の総数が５０室以上の場合は、１以上の車いす
使用者用客室を設ける

現行

【誘導基準】
客室の総数が２００以下の場合は、客室の総数の２％以上
客室の総数が２００超の場合は、客室の総数の１％＋２以上
の車いす使用者用客室を設ける

○ 客室総数が５０室以上の場合は、客室の総数の
１％以上の車いす使用者用客室を設ける

改正後

客室
総数

車いす
使用者用
客室数

誘導基準

【誘導基準】
客室の総数が２００以下の場合は、客室の総数の２％以上
客室の総数が２００超の場合は、客室の総数の１％＋２以上
の車いす使用者用客室を設ける
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50客室
総数

車いす
使用者用
客室数

義務基準

誘導基準
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高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令第１５条の政令改正により、

延べ面積２，０００㎡以上、かつ５０室以上のホテル又は旅館に義務付けられる、車いす使用者用客室（※）の設置

数について、客室の総数に対する割合で定めるよう見直しを行う。

客室総数ｘ1％以上
義務基準（案）

50室以上の場合：1以上

※車いす使用者用客室の基準の主な内容

・便所、浴室を含む出入口幅を80cm以上とすること ・戸を設ける場合には、その前後に段差が無いこと ・車いす使用者用便房（手すりや十分な空間の確保等）の設置

別添２

AAA広
島

 2018.11
5



＜月　間　行　事＞

� 平成30年10月1日～平成30年10月31日　
⃝10月3日　　広島県消費生活課建築相談　　　　　於：広島県生活センター� 益本指導委員出席

⃝10月4日　　広島県木造住宅生産体制強化推進協議会
　　　　　　　　　於：広島県庁自治会館� 大木主任出席

⃝10月5日　　自由民主党建築設計議員連盟総会　　於：自民党本部� 衣笠会長・豊田政研会長出席
　　　　　　　青年話創会2018東京
　　　　　　　　　於：ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター� 福山理事・大旗理事・村田理事出席
　　　　　　　第42回建築士事務所全国大会　　　　於：帝国ホテル� 衣笠会長他17名出席

⃝10月6日　　皇居一般参観� 6名出席

⃝10月10日　　情報・編集委員会

⃝10月11日　　マンションを中心とした改修工事における「ここが知りたいセミナー」
　　　　　　　　第2回塗装工事勉強会　　　　　　　於：建築サロン� 23名出席

⃝10月14日　　建築物耐震診断等評価委員会

⃝10月16日　　第1回ホームページ制作委員会

⃝10月17日　　三役会

⃝10月18日　　四国化成工業㈱　研究・開発センター見学会
　　　　　　　　　於：四国化成工業㈱Ｒ＆Ｄセンター� 15名出席
　　　　　　　「ひろしま住まいづくりコンクール2018」書類審査
　　　　　　　　　於：広島県庁自治会館� 豊田副会長出席

⃝10月23日　　管理建築士講習　　　　　　　　　　於：建築サロン� 13名出席

⃝10月25日　　広島市住宅相談　　　　　　　　　　於：広島市役所� 立石指導委員長出席

⃝10月26日　　総務渉外委員会

⃝10月28日　　建築物耐震診断等評価委員会

⃝10月30日　　広島県との意見交換会　　　　　　　於：建築サロン� 広島県５名・協会15名出席
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＜今後の行事予定＞

⃝11月8日　　三役会・地域理事会（尾三地区）

⃝11月13日　　防火設備定期検査業務基準に関する講習会
　　　　　　　特定建築物定期調査基準に関する講習会

⃝12月6日　　マンションを中心とした改修工事における「ここが知りたいセミナー」
　　　　　　　　第3回建具改修工事勉強会

⃝12月８日　　顧問懇談会

⃝12月13日　　相談役会

⃝1月11日　　新年互礼会　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル広島

⃝1月22日　　管理建築士講習

⃝1月24日　　開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会
　　　　　　　　　於：福山市市民参画センター

⃝2月6日　　正副委員長会議

⃝2月12日　　開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会
　　　　　　　　　於：広島商工会議所

⃝2月13日　　マンションを中心とした改修工事における「ここが知りたいセミナー」
　　　　　　　　第4回耐震改修工法勉強会

⃝2月22日　　三役会・理事会

AAA広島 2018.11 7



　台風24号の被害の爪痕が残る9月7日に、賛助会員のクマリ

フト様のご協力により、クマリフト各種昇降機Ｒ＆Ｄセンター

見学会（大阪府茨木市）を行いました。当日は17名の参加があ

りました。行きのバス内では、DVDによる小荷物専用昇降機

の構造に関する標準についての勉強会を行いました。また、見

学会に先立ち、大阪万博公園内の太陽の塔の内部見学を行いま

した。万博が終了して48年が経ちますが、岡本太郎さんの情熱

と魂は生き続けていると感じました。

　引き続き、クマリフト様のＲ＆Ｄセンター及びテクニカルセ

ンターを見学しました。最初に熊谷社長様による概要説明があ

りました。続いて普段は入ることができないテクニカルセン

ター内でダムウェーターやエレベーターの見学を行いました。

カメラやタッチパネル付きディスプレイを搭載した次世代のダ

ムウェーターはとても興味深かったです。最後に、いす式階段

昇降機「自由生活」の実機に乗る体験をしました。屋外用もあ

るそうです。これからの高齢化社会では、自宅での介護も増え

ることが予想されるので、需要も多くなると実感しました。

クマリフトＲ＆Ｄセンター見学会報告
技術委員会

いす式階段昇降機「自由生活」の実機（屋外用直線型）

いす式階段昇降機「自由生活」の説明

熊谷社長による概要説明

ダムウェーター「クマペット」の説明

いす式階段昇降機
「自由生活」（曲線型）
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　この度の見学会に際しては、熊谷社長様をはじめ、牛房様、岸本様、上野様ならびにクマリフトの

皆様に大変お世話になりました。誌面を借りまして厚く御礼申し上げます。

黒い太陽（過去を表す）

太陽の顔（現在を表す） 金色の顔（未来を表す）

大阪万博公園内の太陽の塔

クマリフトＲ＆Ｄセンター、テクニカルセンター前で記念写真
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　９月１４日（金）の理事会終了後、リーガロイヤルホテル広島３階　宮島の間において、「正会員と賛
助会員との意見交換会及び懇親会」が行われました。正会員２４名、賛助会員３５名、事務局４名の総勢
６３名の参加者で、会場は大いに盛り上がりました。
　賛助会員部会の梅田部会長の開会あいさつ、衣笠会長の乾杯の発声で、会は始まりました。会も半
ばにさしかかったころ、恒例の新しく参加された会員によるアピールタイムが始まりました。みなさ
ん、約１分？？の持ち時間を有意義に利用し、各社のアピール、自己紹介、一発芸で場は盛り上がり
ました。
　正会員と賛助会員が和気あいあいと交流することができ、多くの会員様から参加してよかったとの
声をいただきました。
　熊野副部会長による一本締めで会は終了しました。次回も皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。

正会員と賛助会員との意見交換会及び懇親会を終えて
賛助会員部会

西建設計 三好さん　光和物産 垣原さん　　　　住工房広 岡本さん　三協立山 石黒さん　建築住宅センター 和泉さん
　　　　　　俵理事（山陽工業）　　梅田賛助会員部会長　　　衣笠会長（近代設計）　　　ディアプラン　新宅さん

ちから箱 森保さん　　コンステック 藤原さん　文化シヤッター 熊野さん　池崎設計 大上さん　村上理事（第一工房）
鈴木工務店 山上さん　　　　　　　　　　　　　小西名誉会長理事（小西建築設計）　　　　　キヨウヤマ 御厨さん
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大旗理事（大旗連合）　ハウスエンジェル 亀岡さん　ビューローベリタス 稲田さん　三和シヤッター 小田さん　こっこー 中山さん
アトリエドリーム　河内さん　　　　　　　ロンシール工業　上村さん　　　　　　　　広島三友　村田さん

LIXIL 伊藤さん　アマノ 藤井さん　大前工務店 内海さん　日本ドアーチェック 奥山さん　SGエンジニアリング 柏原さん
　　　　　　　　　　　　福山理事（アクア建築設計）　　　　　　　　　　　　　　SGエンジニアリング 小室さん

ティーエス・ハマモト 濵本さん　　コンステック 松尾さん　　リノベート・ファーム 佐藤さん　広栄工業所 権隨さん
　　　　　TOTO 田﨑さん　　　　　　　教育施設研究所 中本さん　　　　　　　　　　倉田理事（山谷建築設計）
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ちから箱 櫻庭さん　加納理事（大成建設） 　菱電エレベータ 三浦さん 　元旦ビューティ工業 棚田さん　千代田工営 山崎さん
　　　　　　　　　　　豊田副会長（K構造研究所）　設備設計事務所協会　井村さん　　　　　井上商事　松尾さん

LIXIL 堀田さん　オービット設計 土居さん　ティーエス・ハマモト 佐藤さん　高橋副会長（高橋啓之設計）　戸梶理事（ティーズ設計）
　日本ERI 伊藤さん　　　　　　　　　　　　　日本ERI 倉橋さん　　　　　　　　　　　　　LIXIL 福澤さん

事務局 長谷川さん　　西建設計 田上さん　　事務局 吉村さん

アマノ 藤原さん ケイミュ―原田さん

河原専務理事 事務局　大木
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（一社）広島県建築士事務所協会
ゴルフコンペ　第１93回

成　績　表

　（一社）広島県建築士事務所協会ゴルフコンペ　第193回が平成30年9月22日（土）に白竜湖カント
リークラブで開催され、今回は38名と大変多くの方にご参加いただきました。
　成績表は次のとおりです。当日は前日の曇り空から一転、真夏日の中でのプレーとなり、暑さとともにプ
レーにも熱が入り、接戦となりました。今回は部会長である衣笠准一さん（㈱近代設計コンサルタント）が優
勝されました。誠におめでとうございます。また、ご参加いただいた皆様ありがとうございました。
　次回も多くの方々に、ご参加いただければと思います。初参加の方も大歓迎です。

ゴルフ部会長：衣笠　准一
幹事：梅田　一成

ネット
順位 氏　　　名 所　　　　　属 NET

1 衣 笠 准 一 ㈱ 近 代 設 計 コ ン サ ル タント 73.2 
2 長 崎 和 孝 ㈱ 長 崎 塗 装 店 73.6 
3 折 出 和 之 折 出 産 業 ㈱ 73.6 
4 岩 﨑 康 成 Ｙ Ｋ Ｋ 　 Ａ Ｐ ㈱ 74.2 
5 藤 井 健 太 ㈱ ア マ ノ 広 島 支 店 74.4 
6 高 橋 啓 之 ㈲ 高 橋 啓 之 設 計 事 務 所 74.6 
7 小 野 博 章 ㈱ 共 栄 店 舗 74.6 
8 馬 場 一 好 ㈱ ダ イ キ ア ク シ ス 74.6 
9 梅 田 一 成 梅 田 ㈱ 74.6 
10 垣 原 義 尚 光 和 物 産 ㈱ 広 島 支 店 75.0 
11 佐 藤 大 三 ㈱ 佐 藤 設 計 75.6 
12 中 藤 秀 夫 光 和 物 産 ㈱ 75.6 
13 杉 本 宝 祥 三 協 立 山 ㈱ 75.8 
14 豊 田 隆 雄 ㈱ Ｋ 構 造 研 究 所 76.2 
15 藤 岡 良 造 藤 岡 建 築 設 計 室 76.4 
16 松 田 卓 穂 オ リ ッ ク ス グ ル ー プ 76.6 
17 山 岡 崇 良 山 岡 建 築 設 計 工 房 76.6 
18 原 田 哲 二 ケ イ ミ ュ ー ㈱ 77.6 
19 永 易 　 尚 三 和 シ ヤ ッ タ ー 工 業 ㈱ 77.6 
20 荒 金 弘 幸 ㈱ ソ ー カ ン 77.6 
21 京 山 福 成 ㈲ キ ヨ ウ ヤ マ 77.8 
22 井 上 英 樹 新 日 本 建 設 ㈱ 78.0 
23 岡 本 省 三 ㈱ コ ン ス テ ッ ク 広 島 支 店 78.2 
24 森 本 浩 史 美 和 ロ ッ ク ㈱ 78.2 
25 奥 山 　 光 日 本 ド ア ー チ ェ ック 製 造 ㈱ 78.2 
26 河 原 直 己 （一社）広島県建築士事務所協会 78.6 
27 井 川 博 英 清 水 建 設 ㈱ 広 島 支 店 79.6 
28 福 本 　 努 福 本 建 築 設 計 80.4 
29 江 田 親 司 ㈱ 中 西 製 作 所 中 四 国 支 店 81.6 
30 権 隨 繁 徳 ㈱ 広 栄 工 業 所 82.0 
31 村 田 智 範 ㈱ 広 島 三 友 82.6 
32 三 好 修 平 ㈱ 西 建 設 計 83.0
33 三 阪 盛 仁 中 石 産 業 ㈱ 83.0
34 山 下 忠 明 日 立 ビ ル シ ス テ ム ㈱ 中 国 支 社 83.4
35 池 本 洋 和 新 日 本 建 設 ㈱ 83.4
36 棚 田 将 彰 元 旦 ビ ュ ー テ ィ 工 業 ㈱ 85.0
37 前 田 一 博 宮 地 ナ シ ョ ナ ル ㈱ 85.2
38 田 上 　 実 ㈱ 西 建 設 計 88.0
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プレー前に全員集合

優勝した衣笠部会長のティーショット

絶好のプレー日和でした
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仮設住宅の歴史を昭和以後について振り返ってみますと、１９４３年（昭和１８年）鳥取地震の際に応急
仮設住宅が初めて建設されました。
１９５２年（昭和２７年）鳥取市大火災、１９５５年（昭和３０年）新潟市大火災、１９５９年（昭和３４年）伊勢湾
台風などの災害時においても数１０戸単位の仮設住宅の供給が行われてきました。　
１９６４年（昭和３９年）新潟地震以後には、軽量鉄骨プレハブ型が建設されるようになり、１９７６年（昭

和５１年）酒田市大火災では３００戸が供給されました。１９９１年（平成３年）雲仙普賢岳噴火では、仮設住
宅は入居希望者全員に供給されました。
１９９５年（平成７年）阪神淡路大震災は今でも記憶が鮮明によみがえりますが、その被害の規模や大
きさは私たちが忘れられない大災害で、仮設住宅は入居希望者全員に供給される考え方が決定的にな
り、４８,３００戸が供給されました。また、阪神淡路大震災をきっかけに、以後はプレハブ業界がプレハブ
型応急仮設住宅（６坪、９坪、１２坪）を、常時数万戸ストックし対応してきました。　
２００４年（平成１６年）新潟中越地震３,４６０戸、２００９年（平成２１年）兵庫県台風９号４２戸などが供給され
ていますが、２０１１年（平成２３年）東日本大震災は歴史上最大の被害になり５２,１８２戸が供給されました。
２０１１年（平成２３年）７月末からの大雨、２０１２年（平成２４年）九州北部豪雨、２０１３年（平成２５年）７

月末からの大雨、２０１３年（平成２５年）台風２４号鹿児島、２０１３年（平成２５年）台風２６号東京都では１０戸
～１００戸未満が供給され、記憶に新しい２０１６年（平成２８年）熊本地震では４,３０３戸が供給され、その内
６００戸余りが木造での供給となりました。

広く国際的な観点で見ますと、応急仮設住宅の概念は、戦争や紛争により家を追われた避難民に提
供するテント村を意味し、最低限の雨露をしのげる環境を国際赤十字が規定しています。しかし、前
述のとおり日本における仮設住宅の歴史は、天災地変による住居の損壊などが要因となった自然災害
ですので、仮設住宅といえども時代の住環境レベルと比較して劣悪なテント村やバラック住宅など、
最低雨露を凌ぐだけの住居では現代的な日本の住生活環境からは程遠く、時代遅れと言わざるを得ま
せん。
木造住宅業界は、工務店全国組織のＪＢＮが中心になり２０１１年東日本大震災の際１０００戸余りの木造
型応急仮設住宅（在来工法）を供給したのが最初でした。　
「応急仮設住宅といえども心が癒せる、性能の良い木造住宅を提供したい」と一般社団法人ＪＢＮ
（全国工務店協会）及び全国建設労働組合総連合（全建総連）の２団体が一般社団法人全国木造建設
事業協会（全木協）を設立し「応急仮設“木造”住宅」の供給実現に向け、国土交通省並びに各県と協議

＜全木協広島型　木造応急仮設住宅について＞

一般社団法人全国木造建設事業協会広島（主幹事工務店）
一般社団法人広島県工務店協会　副会長

橋本建設株式会社　　　
取締役会長　河井英勝

AAA広島 2018.1116



を重ね、６坪、９坪、１２坪の標準プランを基本とした環境、体制の整備を行い今日に至っております。
２０１６年の熊本地震災害では、全木協熊本県協会が県産木材をフル活用し６００戸余りの「熊本県型木造応
急仮設住宅」を実現させました。

全木協では、平成２５年より全国における研修会を開催。災害時、各地域において瞬時に取り組める
よう、情報および技術の共有を図っております。
全木協広島県協会においても「広島型木造応急仮設住宅」実現を掲げ、平成２５年より今日に至るま
で、全木協主催の応急仮設木造住宅建設における全国研修会に参加。平成２６年１月には広島市内にお
いて座学および実技の研修会を開催し、広島県とも協議を重ねて参りました。また、平成２９年度より
全木協中国ブロック委員会が設置され、災害時における木造応急仮設住宅の仕様等について全木協山
口県協会と共に協議を重ね、６坪、９坪、１２坪型とその組み合わせ、木杭基礎、コンクリート基礎な
どのバリエーションと併せ、様々なパターンを想定、積算も行うなどもしもの時に備えてきました。
今年の７月に、西日本豪雨災害が発生し、三原市に建設する応急仮設住宅は、全木協広島県協会
（主幹事工務店：橋本建設株式会社）が木造で建設することとなりました。配置計画及び基本プラン
の組み合わせと仕様を確認し、設計提案は半日で仕上げるなど、迅速な対応が必要で、スピーディー
な中でのプラン提案とプラン提出を行いました。そこには、５年におよぶ体制づくりと準備、また、
福島県や熊本県などとの情報交換が有事に役立ちました。

【木造応急仮設住宅の概要】
　建設地：三原市沼田西町惣定　あやめヶ丘団地内
　構　 成：住宅８棟３１戸
　　    　　談話室１戸　
　　　　    ※住宅1棟は、６坪タイプ１戸＋９坪タイプ２戸＋１２坪タイプ１戸の計４戸を基本とした。

【広島型木造応急仮設住宅のこだわり】
　①　居室　：フローリングと畳の段差をゼロにして、完全バリアフリーにした。
　②　浴室　：ユニットバスを入れる際、床を下げバリアフリーにした。
　　　　　　　床100mm、壁100mm、天井200mmに断熱材を入れ断熱性能を高めた。
　③　トイレ：バリアフリー
　④　界壁　：�間柱を互い違いにし、断熱材はロックウールを使用することで物音を伝わりにくくし

居住性能を高めた。
　⑤　通気　：棟換気を付け空気の流通を良くし性能が維持できるようにした。
　⑥　電話　：引込み配電盤を付けた。

【広島県産材使用】県産材使用量：100ｍ3
　①　土台　：ヒノキ
　②　構造材：スギ、ヒノキ
　③　外壁　：スギ
　④　室内　：スギ（フローリング／ウレタン塗装）
　⑤　縁側　：ヒノキ
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　　　　　　　現場見学会の様子

　　　 　　談話室に続くスロープ　　　　　　　　　　　　 杉のフローリングと和室

「初動の遅れは命取り」を合言葉に作業を進めましたが、全木協本部からは「遅れ気味懸念」の叱
責を頂き、改めて“応急仮設”はスピードが最重要であることを実感した次第でした。
「広島県産木材、地元の職人」をテーマに掲げ「災害復旧・復興は地元最優先で」を合言葉に地元
ほぼ１００％を達成する事ができました。幸運にも台風や雨に見舞われる事なく天候に恵まれましたが、
異常な晴天続きで熱中症が唯一の懸念材料でした。熱中症予防として１日に８０～９０リットルの飲料水
（麦茶、スポーツ飲料）や塩飴を用意するなど予防に努めました。
現場での苦労は、①名前も技術の程度も未知の職人衆を地元優先で採用し、５０人単位で投入するこ
と。②高品質の住宅を工期通りに仕上げるためには、現場技術者は現場でのコミュニケーションが最
重要課題。仕事の大半を打ち合わせと工程管理に終始しました。③工事に関わった工務店４社の共通
点は、長期優良住宅施工実績を持つ「木造の長期優良住宅を理解し、省エネ技術をマスターしている
工務店技術者」でしたが、その他は呉越同舟状態。省エネ技術の統一化を図るため、省エネ施工技術
者講習会を現場にて２回行い、断熱施工に取り組みました。
この工務店各社と建設労働組合の職人衆の組み合わせ（全木協広島県協会）により広島型木造応急
仮設住宅（住居３１戸＋談話室）を８月の１ヶ月間で完成させる事ができました。
関係各位のご理解とご協力に感謝し、災害時における応急仮設住宅の分野に「地元産木材使用によ
る木造応急仮設住宅」が三原市以外の各市町においても選択肢に挙げられる時代が来ることを願って
おります。
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4000

ホームページ http://www.bunka-s.co.jp/
本   社 〒113-8535 東京都文京区西片１丁目17-3 tel : 03-5844-7111
中四国支店 〒734-0013 広島県広島市南区出島2-4-49 tel : 082-256-6700

文化シヤッターにお任せください!!!2018年
度は広島県

の検査報
告受付

が始まり
ます。
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ＮＰＯテクノレジェンド宝の山 第6回建築学セミナー 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

■日 時 
   平成30年12月15日（土） 

14：00～17：00（13：30受付開始） 

 

■開催場所（右図参照） 
   広島県立総合体育館 B1中会議室  

   〒730-0011 広島市中区基町      

℡：082-502-0109 

■講 師 

   中川 武 氏（明治村村長） 
                

■プログラム 
第１部 基調講演： 

「アジア古代建築の魅力とその保存修復」   

 ～エジプト・アンコールを中心に～ 

第２部 対 談：「古代建築から学ぶもの」 

■申し込み等 
   定員94名（定員になり次第締め切らせていただきます。） 

※裏面の申込書に必要事項を記入の上、fax又は e-mailでお申し込みください。 

■受講料（資料代など） 
１，０００円（ただし，学生は無料。）※受講料は、当日に受付でお支払いください。 

■共催 
稲門建築会中国支部 

■後援 
   公益社団法人広島県建築士会、一般社団法人広島県建築士事務所協会、公益社団法人日本建築家協会 

建築関連ＣＰＤ認定3単位 

アジア古代建築の魅力とその保存修復 
～エジプト・アンコールを中心に～ 

■内 容 

古代建築の持つ魅力は、その圧倒的な雄大性と荘厳性等であり、観る者に感動を与えるものです。 

しかし、古代遺跡建築の建設過程や保存・修復状態はあまり知られていません。 

このセミナーでは、ピラミッド、アンコールワット、フエ遺跡等を実際に調査され、さらにその保存

修復にも携わってこられた第一人者である中川武 氏（明治村館長）をお招きし、古代建築の持つ魅力

とその調査結果や保存・修復の実態を明らかにしていただき、さらに古代建築が現代建築に与えた影響

についても語っていただける内容となっています。 
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■講師 中川 武 プロフィール 

1944年、富山県生まれ。工学博士。建築史家。 

現在、早稲田大学名誉教授、博物館明治村館長。 

1992年よりベトナム・フエ、1994年よりカンボジア・アンコールワットで 

調査研究及び保存修復に従事。 

主な受賞、 

1998年 カンボジア王国より「サハメトレイ王国勲章」 

 2000年 ベトナム・フエ省・文化芸術省より「民族文化遺産保存事業功」 

2002年 「日本建築学会賞」受賞   

2005年 カンボジア王国より「サハメトレイ王国褒賞」勲章」 

2007年 「ベトナム政府友好勲章」 

2011年 カンボジア王国より「サハメトレイ王国勲章」 

2012年 「平成24年度科学技術分野の文部科学大臣表彰」 

主な編著書 

1995年 『建築様式の歴史と表現』（1995年・彰国社） 

1987年  建築様式の歴史と表現―いま、日本建築を劇的に』，彰国社 

1990年 『日本建築みどころ事典』，(東京堂) 

2001年 『世界宗教建築事典』，(東京堂出版) 

2002年 『日本の家―空間・記憶・言葉』（角川ソフィア文庫） 

2015年 『日本の古建築 美・技術・思想』（2015年・青土社） 

2015年 『日本の家』 (角川ソフィア文庫世界) 
－ 参加申込書 －  

Fax：082-942-1911  E-mail：tltakaranoyama@gmail.com 

ＮＰＯテクノレジェンド宝の山事務局 行 
ＮＰＯテクノレジェンド宝の山 第6回建築学セミナー 

アジア古代建築の魅力とその保存修復 

～エジプト・アンコールを中心に～ 

 

【申込者氏名】 

 フリガナ 

                        

【連絡先】アドレス、ファックス番号は明確にお書きください 

メールアドレス：                

TEL：         FAX：         

【住所】〒    －      

                                            

ご職業 社会人（□建築系 □建築系以外） □大学生 □高校生 □その他（      ） 

※ＣＰＤ制度にご参加の方はCPD登録番号をご記入ください。 

建築士番号      級          号、施工管理技士番号              号 

ＣＰＤ番号 340000              

受講申込確認の送付方法にチェックをお願いします。    □メール  □ＦＡＸ 

中川武氏への質問・メッセージなど 

※ご記入いただいた個人情報は、「ＮＰＯテクノレジェンド宝の山」主催の講演会等の案内、資料送付以外には使用しません。個

人情報については、当ＮＰＯが責任をもって管理いたします。 

 
主催：ＮＰＯテクノレジェンド宝の山 
問い合せ先：ＮＰＯテクノレジェンド宝の山事務局 
〒733-0011広島市西区楠木町一丁目11-17-614 

℡&fax ０８２－９４２－１９１１ e-mail：tltakaranoyama@gmail.com 
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（太平洋マテリアル㈱  中四国支社  広島営業部内）

☎　082-262-3110

☎　0849-33-4704

☎　0827-22-1266

☎　082-277-2371

☎　082-272-3773

☎　082-236-6333

㈱ 愛 晃

ア マ ノ 企 業 ㈱

㈱カシワバラ・コーポレーション

㈱ カ ネ キ

小 島 建 興 ㈱

㈱コンステック広島支店

☎　082-295-8600

☎　082-291-1631

☎　082-516-1070

☎　082-497-4777

☎　082-238-3511

三 共 化 学 工 業 ㈱

㈱ サ ン ゼ オ ン

㈱ テ ク シ ー ド

東興ジオテック㈱広島支店

宮 本 塗 装 工 業 ㈱
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年賀広告募集
平成30年11月　

　 各　　位

一般社団法人　広島県建築士事務所協会　
会　　　長　衣　笠　准　一　　

情報・編集委員長　福　山　雅　也　　

年賀広告掲載のお願い

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は、本会の事業推進に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、本会が毎月発行しております月刊「建築士事務所協会」誌は、会員はもとより広島県内

の建築関係各方面に広くお届けするもので、建築界の近況を紹介すると同時に、建築設計監理業

者の情報誌として親しまれております。

　毎年１月号で掲載しております年賀広告は、ご協賛いただきました数多くの方々からご好評を

承り、予期以上の成果をおさめております。

　つきましては、今回も別記要領にて年賀広告を募集いたします。

　ぜひ年賀広告の掲載に、ご協力賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具
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年　
賀　
広　
告　
募　
集　
要　
項

▲

規　　　格　 Ａ４版　約15頁（１マスあたり縦7.8㎝×横5.4㎝）

▲

発　　　行　 平成31年１月号（１月７日頃発行予定）

▲

掲 載 原 稿　 たて書き、よこ書き自由
　　　　　　　 枠内に収まるようにお願い致します

▲

掲　載　料　 3,240円（消費税含む）
　　　　　　　　なお、掲載料は申込みと同時にお払い込み下さい。
　　　　　　　　掲載後お支払いの場合は、その旨申込書にお書き添え下さい。

▲

支 払 方 法　 銀行振込又は現金持参
　　　　　　　　振込先銀行：広島銀行 八丁堀支店
　　　　　　　　口 座 番 号：普通預金　１０１９２７４
　　　　　　　　　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会　

▲

申 込 方 法　 �下記の申込書に各々記入の上、申込先へFAX又はEメールにてお送り下さい。
（なお、担当者名も必ずご記入下さるようお願いします。）

▲

申 込 締 切　 11月30日（金）まで（記載原稿添付のこと）

▲

申　込　先　 一般社団法人　広島県建築士事務所協会
　　　　　　　 広島市中区八丁堀5－23　オガワビル2Ｆ
　　　　　　　 TEL（082）221－0600　FAX（082）221－8400　E-mail：info@h-aaa.jp

＊備　　　考　 編集方法ならびに掲載順序についてはご一任願います。

平
成
31
年
１
月
号
・
年
賀
広
告
掲
載
申
込
書

原 稿 記 入 欄

□　図案例（　　）を使用
□　昨年と同様

（事務所名称）

（所在地）〒　　　　-

（担当者名）　　　　　　　課

（電話）　　　　　　　　　（FAX）

（E-mail）

（請求書）要・不要　　　（支払い）申込時・掲載後

※特殊な図案の場合は、事務局までご相談下さい。

⎧
⎜
⎩

⎧
⎜
⎜
⎜
⎩

⎫
⎜
⎭

⎫
⎜
⎜
⎜
⎭
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輝かしい新春を迎え

謹んで皆様のご多幸を

お祈り申し上げます

平成31年　元旦

〈例1〉

平成31年　元旦

〈例2〉

〈例3〉

平
成
三
十
一
年

　
元
旦

〈例4〉

平
成
三
十
一
年
元
旦
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法律に関するトラブル 

困ってませんか？  
 

あなたの事務所のリスク管理を協会が支援します！ 
 

 
 

 

建築設計・監理業務の法律関係のことでお困りの方、当協会の委託法律事務所が

無料で相談に応じます。 
 
※ 協会正会員に限ります。 

※ 委託法律事務所 ： 弁護士法人広島みらい法律事務所 

※ 相談に限り無料です。解決に向けて事件の受任を依頼する場合などは有料です。 

※ 委託法律事務所と利害関係のある案件を除きます。 
 

弁護士と面談までの手順～手続き簡単～ 

ステップ 1 ≪事務所協会で受付≫ 

① 広島県建築士事務所協会へ電話してください。 

② 事務所名、担当者名をお聞きします。 

※相談の内容については、事務所協会ではお聞きしません。 

まずは電話 082-221-0600 広島県建築士事務所協会まで 

 

ステップ 2 ≪法律事務所と電話でアポイント≫ 

あなたから委託法律事務所へ直接、電話していただきます。 

① 相談したい内容をお話しの上、面談の日時と場所を決めます。 

② 面談場所は、委託法律事務所内（広島市、大竹市、尾道市）です。 
 

ステップ 3 ≪弁護士と面談≫ 

① 委託法律事務所内において、弁護士と相談をしてください。 

※相談内容の詳細については法律事務所限りとし、事務所協会への報告は必要あ 

りません。 

建築士事務所のための法律相談窓口 
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　この度、事務局より「お酒と私」というテーマを頂きましたが、浅学菲才の身には何も思い浮かびません。
　お酒は何でも飲めます、が逆に言えば何でもいいということで本当の酒好きではないと思っています。
（父親が超酒豪で反面教師になったのかも）

　私の住処は福山市神辺町です。近所に昔の山陽道宿場町にかまえる酒蔵「天寶一」があります。
石数はわずか600石の小さな蔵です。
　明治43年に創業。酒銘「天寶一」は「天地の唯一の宝」の意味が込められており、コンセプトは、酒だ
けが個性を主張するのではなく、食と融合し、料理の味を引き立たせながら飲むほどに旨さを増す「究極
の食中酒」をめざしているそうです。
　今後、仲間とおいしい食事をしながら飲む酒は、是非とも「天寶一」で一献傾け、至福のひと時を過ご
せたらと思っています。

（有）高橋啓之設計事務所
高橋　啓之　

　今年度、副会長を拝命いたしました。少々荷が重いと感じておりますが、三役、理事の皆様とと
もに汗をかいていこうと思いますので、よろしくお願いします。
　建築の世界に入って、はや40年以上経過しました。
　建築設計事務所勤めを経て30歳で独立し、現在に至っております。
　一般企業であれば定年で第二の人生というところですが、心身ともに健康であれば我々の仕事は
70～80歳でも続けられます。
　「亭主元気で、留守がいい」状態をいつまでも保ちたいと願っております。
　ゴルフが好きで休日にはよくやっています。腕前の方は人間関係を壊さない程度のスコアなの
で、皆さん、安心してお付き合いください。

第156回

酒蔵　「天寶一」 我が家の愛猫です

ワシも呑みたいニャ～
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会員の皆様、「私とお酒」の投稿を随時募集しております。
　協会（電話（082）221－0600）までお問い合わせください。



日本史の教科書に掲載する人間の選定には、一定の目安が存在します。そしてある古人の功績が文
化や経済ではなく政治・軍事的な領域に分類される場合、その基準を満たすにはより困難が伴うで
しょう。なぜなら個人としてどれほど目覚ましい活躍を見せても、当人が属した組織の盛衰によって
は学校教育において言及される必要性を失いうるからです。しかし、不運にも世に認知されていない
こういった者に名声を与えたくなるのが、歴史好きの性ではないでしょうか。小学生時代より過去の
物語を知ることに没頭した私も、名を広めたいと感じる幾多の主役に出会ってきました。その中でも
特にお気に入りの歴史上人物・北畠顕家（きたばたけあきいえ・1318-1338）をご紹介します。

顕家が生きたのは鎌倉時代末期から南北朝時代です。『神
皇正統記』を著した公卿・北畠親房を父に持つ彼は、14歳と
いう史上最年少で参議となるなど幼少期より稀有な才能を発
揮。鎌倉幕府滅亡後に建武の新政が成立すると、主君・後醍
醐天皇の命で皇子を奉じて陸奥へ下向し東北地方の統治を任
されました。親譲りの政治的手腕は顕家の特長ですが、その
生涯でより際立つのは武人としての統率力に他なりません。
1335年、鎌倉にて北条氏残党の反乱を鎮圧した足利尊氏は現
地にとどまり新政に反旗を翻し、後醍醐は尊氏討伐を下命。
顕家にとっては不倶戴天の敵との戦いが始まります。

東征してきた新田義貞の軍を箱根で破った尊氏は、勢いに乗じ京へと進軍。顕家はこれを追うべく
奥州から挙兵します。足利方の鎌倉を難なく陥れ、間を置かず東海道を西へ。滋賀で新田義貞・楠木
正成と合流し、幾度かの合戦を経てまずは足利勢を京から駆逐することに成功しました。尊氏は京奪
還の機会をうかがい、西からの援軍を加え一説には20万とされる兵力で勝負を挑みますが、顕家は大

広島ガス株式会社
　業務用エネルギー営業部

近森　和磨

第88回

憧れの「同世代」

大学時代の専攻：日本史学
趣　　味：サッカー観戦・ドライブ
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私の
お気に
入り

「私のお気に入り」は、協会ホームページ内（https://h-aaa.jp）の「京口門日記」に
カラー版を掲載しております。



阪・豊島河原にてこれを撃破。尊氏は敗走、九州へ落ち延びました。追撃戦後、北畠軍は奥州へと帰
還します。

特筆すべきは、顕家が奥州から率いた兵力５万の恐るべき行軍速度です。福島・白河関から遠江
（静岡）までの600kmを16日間で移動したとされています。通過した地域はいずれも足利氏の影響下
であり、季節は12月～1月の極寒という状況でありながら。そして、この歴史上屈指の強行軍を成功
させ、さらに疲労の蓄積する中で足利の大軍を相手に後醍醐側を勝利に導いた指揮官の年齢は、当時
18歳でした。

奥州では顕家の留守中に足利方の反乱が相次いでおり、帰国後は鎮静化に努めます。この間、尊氏
は九州を拠点に迅速に戦力を挽回し再び京都に向けて進撃。義貞・正成が迎え撃ちますが、兵庫・湊
川において敗北し正成は自害。義貞は後醍醐を連れて京から吉野に逃亡し、北朝（京）と南朝（吉
野）に朝廷が並立する南北朝時代が生まれました。

1337年8月、それまで東北に釘付けになっていた顕家が後醍醐の要請に応えて2度目の上洛を開始
します。途上の関東では優勢であった北朝方の豪族を次々と降ろし、12月には身命を賭して迎え撃っ
てきた足利一門の斯波家長を討ち取り鎌倉を攻略。翌1月、西上を阻止すべく東国から集められた北
朝側の大軍と岐阜・青野原で激突し、結果は北畠軍の決定的な勝利に終わります。目指すは尊氏の待
つ京都でしたが、長距離行軍と連戦で兵の疲労は限界に達しており、決戦に持ち込むことはできず味
方のいる三重方面への転進を余儀なくされました。

その後顕家は畿内を舞台に北朝方との戦闘を続けます。しかし、尊氏から差し向けられる軍勢は増
していく一方で、奥州からやってきた兵への援軍は乏しく、着実に力を削がれていきました。孤軍奮
闘の中、顕家は７箇条からなる上奏文を記します。これは新政を瓦解させた後醍醐の政策を指弾した
ものであり、恩賞の不公平さが全国での反乱を招いた点や地方統治を軽視し有力な配下を派遣しな
かったことが尊氏の九州での勢力回復を許した点など、本質的な問題が提起されていました。7日
後、彼はこれを遺す形で大阪・石津での合戦で討死。享年21歳でした。顕家の死後、南朝は全国的に
不利な状況に立たされやがて1392年の南北朝合一に至ることとなります。

同じ主君を持ちながら日本史の教科書内に登場する正成・義貞と顕家との違いは、鎌倉幕府を滅亡
させる過程で役割を持っていたか否かだと考えます。前者が「勝者の勢力」でも仕事をしたことによ
り歴史の流れを把握するのに欠かせない武将と捉えられる一方、顕家が頭角を現したのは尊氏謀反後
の「衰退する勢力」においてのみでした。

私ごとですが、経験の浅い中で成果を出すことの難しさを日々の業務でひしひしと感じておりま
す。若くして残したその偉業には、感服するばかりです。
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会員の皆様、「私のお気に入り」の投稿を随時募集しております。
　協会（電話（082）221－0600）までお問い合わせください。



編　集　後　記

はじめに、先日の西日本豪雨災害で被災された方々に、心からお見舞いを申し上げます。一日も早
い復興をお祈り致します。
過ごしやすい季節となりました。食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、といろいろありますが、皆
様はどのような秋を楽しまれているでしょうか。
さて、広島カープが球団初の3連覇、27年振りの地元優勝を成し遂げました。少し元気が無かった

まちに活気が戻ってきた気がします。11月号が発行される頃には、日本一が決まっていることを願っ
ております。サンフレッチェも残りの試合に勝って優勝し、広島県が更に盛り上がるように応援した
いと思います。
私は、今年６月から理事を拝命し、情報・編集委員会の担当となりました、加納と申します。事務
所協会の役員を務めるのは初めてですが、協会や会員の皆様の役に立てるよう頑張ります。どうぞよ
ろしくお願い致します。

� 加納　秀一　 　　

（正会員）
　１．代表者変更
　　○㈱熊谷組中四国一級建築士事務所
　　　新：代表取締役　櫻野　泰則			   旧：代表取締役　樋口　靖
　　　
　　○日本水工設計㈱広島支社一級建築士事務所
　　　新：代表取締役　本名　元			   旧：代表取締役　藤木　修
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